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2021年（令和3年）

11月号

・全国の聖徒団を訪ねて（1面）
・お題目の道を歩む（1面）
・智浄寺聖徒団 伝統の海施餓鬼法要（2面）
・日蓮大聖人の歩まれた道（3面）
・よろこびちゃんの質問箱（4面）
・岩田先生の心も体も生き生き！（5面）
・よろこび法話（6面）

今
月
の
内
容

聖徒のための情報誌

〒101-0051
東京都千代田区神田神保町3-25-11
喜助九段ビル702 
九段事務所
電話 03-6272-9340
FAX 03-6272-9341
ホームページ
www.yorokobi-reidanshikai.jp

会　長　大塩孝信
編集人　吉田憲由

毎月１回1日発行

発行所
日蓮宗全国霊断師会連合会
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感
謝
百
万
遍
陀
羅
尼

ス
ピ
リ
チ
ュア
ル

　
　
　
・ア
ル
バ
ム

日
蓮
宗
の
戒
壇
、

　

そ
の
現
代
的
意
義

Ḷ൥඾ܴ۹ਉ͈ಠ੥ɕ˟ˠ

ᮏᒣ
బ㔝
᪥ⶈ኱⪷ேᚚ┿㦵ዊᏳ

ま
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
ご
縁
に

よ
り
、
国
宝
指
定
仏
像
の
修
理
を

日
本
で
唯
一
許
さ
れ
て
い
る
公
益

財
団
法
人
美
術
員
の
手
に
よ
り
修

復
が
な
さ
れ
た
。

祈
り
が
叶
い
、
必
死
の
思
い
で

修
復
が
完
了
さ
れ
て
か
ら
は
、
多

く
の
方
が
秀
吉
公
を
拝
せ
る
よ
う

に
お
厨
子
か
ら
出
し
て
お
祀
り
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

毎
月
の
盛
運
祈
願
会
、
信
行
会

で
は
、
多
く
の
檀
信
徒
が
仏
さ
ま

と
共
に
、
秀
吉
公
の
御
力
を
頂
き

に
欠
か
さ
ず
参
拝
さ
れ
て
い
る
。

VisionaryAward 
2018

世
界
大
会
一

位
と
い
う
功
績
を
持

ち
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

の
ヘ
ア
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。「
自
分
の
ヘ
ア

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
名
前
を
つ
け

た
時
や
、
自
分
の
経
営
す
る
ア
ト

リ
エ
の
名
前
を
つ
け
る
時
に
も
、

智
恭
上
人
に
相
談
し
命
名
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
仕
事
も
恋
愛
も
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
な
の
で
、
是
非
素
敵

な
方
と
も
巡
り
会
え
る
事
を
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
ま
た
、

智
恭
上
人
に
霊
断
指
導
を
仰
ぎ
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
素
敵
な
笑
顔

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

連
絡
先
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
け

た
ら
、
出
張
で
ヘ
ア
セ
ッ
ト
や
メ

イ
ク
講
習
（
男
女
問
わ
ず
）
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
等
の
仮
装
の
時
の
メ
イ

ク
、
宣
材
写
真
等
を
行
え
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
ア
ド
レ
ス　

info@hairmake-asuka.com

は
山
号
に
も
あ
る
通
り
、
豊
臣
秀

吉
公
と
大
変
ゆ
か
り
の
深
い
こ
と

で
知
ら
れ
て

い
る
お
寺
で

あ
る
。

秀
吉
公
が

加
藤
清
正
公

に
命
じ
創
建

さ
れ
た
常

泉
寺
は
、
不

幸
に
も
昭
和

五
十
八
年
に

火
災
に
よ
っ

て
本
堂
が
全

焼
し
て
し
ま

う
。
豊
臣
秀

頼
か
ら
譲
り

受
け
た
秀
吉

公
の
お
像
も

真
っ
黒
に
炭

と
化
し
て
し

全
国
の
聖
徒
団
を
訪
ね
て

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区　

常
泉
寺
聖
徒
団（
矢
島
文
昭
団
長
）
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お
題
目
の
道
を
歩
む

お
題
目
の
道
を
歩
む

〜
倶
生
神
月
守
と
共
に
〜

〜
倶
生
神
月
守
と
共
に
〜

頂
き
、
今
ま
で
以
上
に
ご
守
護
を

頂
い
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。ま

た
武
井
さ
ん
は
、Visionary 

Award2017

世
界
大
会
二
位
、

【
ア
ク
セ
ス
】

地
下
鉄
東
山
線　

中
村
公
園
・

日
赤
病
院
下
車　

徒
歩
約
十
分

市
バ
ス　

名
古
屋
駅
か
ら
豊

公
橋
行
に
乗
り
豊
国
神
社
で

降
り
て
す
ぐ

車　

名
古
屋
高
速
五
号
万
場
線・

烏
森
Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で
十
五
分

に
登
詣
を
し
た
り
、
所
願
寺
で
ご

祈
祷
を
受
け
た
り
、
お
正
月
に
は

法
華
経
寺
の
荒
行
堂
で
ご
祈
祷
を

受
け
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
、

智
恭
上
人
が
参
行
に
入
行
す
る
に

あ
た
っ
て
子
大
黒
天
を
開
眼
し
て

名
古
屋
市
中
村
区
、
矢
島
文
昭

団
長
の
御
自
坊「
太
閤
山
常
泉
寺
」

護
り
続
け
る
秀
吉
公
の
お
寺

千
葉
県
市
川
市 

所
願
寺
聖
徒
団
（
岩
田
妙
誠 

団
長
）

武
井
あ
す
か
さ
ん

本
年
よ
り
御
子
弟
の
昭
輝
上
人

が
勤
め
先
の
お
寺
か
ら
名
古
屋
へ

移
り
、
常
泉
寺
で
の
給
仕
を
重
ね

て
い
る
。
新
た
な
力
が
加
わ
っ
た

常
泉
寺
は
、
聖
徒
や
檀
信
徒
の

方
々
だ
け
で
な
く
、
参
拝
さ
れ
る

一
般
の
方
々
へ
秀
吉
公
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
に
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

秀
吉
公
ゆ
か
り
の
御
朱
印
だ
け

で
な
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
御
朱

印
を
保
存
で
き
る
「
ス
マ
ー
ト
御

朱
印
」
を
活
用
し
た
り
、
複
数
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
多
岐
に
渡
る

布
教
が
な
さ
れ
、
今
日
も
多
く
の

参
拝
者
が
秀
吉
公
を
一
目
見
よ
う

と
訪
れ
て
い
る
。

（
愛
知
県　

山
川
潮
悦
通
信
員
）

アイデアが詰まった御首題と御朱印

修復された秀吉公のお像

武
井
さ
ん
は
、
元
々
か
ら
友
人

だ
っ
た
副
団
長
の
智
恭
上
人
に
前

厄
の
ご
祈
祷
を
し
て
頂
い
た
だ
い

た
事
が
縁
で
、
倶
生
神
月
守
を
着

帯
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
、
友
人
を
誘
っ
て
七
面
山

霊断法と修法で布教に邁進してきた団長

矢島団長と昭輝上人

団長のお話を有難くいただく様子

広告・TV・舞台・ウェディングなど、
幅広いジャンルで活躍中の武井さん
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最
後
に
受
講
生
を
一
組
紹
介
す

る
。

‷
૶
ঊ
⅓
Ⴀ
౯
঍
ⅺ
࿒
ঐ
⅄
⅒
‸

 
熊
本
県　

森 

信
子
さ
ん

　

十
数
年
前
に
取
得
し
た
い
と
思
い

な
が
ら
整
わ
ず
、
諦
め
て
い
た
霊
断

師
へ
の
道
。

　

今
年
の
初
旬
、
息
子
が
「
霊
断
師

の
資
格
を
取
り
た
い
」
と
言
っ
た
こ

と
で
一
緒
に
講
習
会
に
参
加
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
不
安
な
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
緒
に
受
講
し

た
こ
と
で
安
心
し
て
勉
強
に
励
む
こ

と
が
出
来
ま
し
た
し
、
息
子
は
何
か

と
私
を
支
え
て
く
れ
る
力
強
い
存
在

で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
霊
断
師
と
し
て
互
助

し
な
が
ら
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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相
談
例 

無
事
に
海
外
旅
行
へ
行
け
ま
す
か

　
（
相
談
者
）
二
十
一
歳　

女
性　

大
学
四
年
生

　

平
成
十
二
年
二
月
来
寺
。
大
学
の
卒
業
旅
行
で
、
友
人
と
三

人
で
十
三
日
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
に
行
き
た
い
。
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
の
プ
ラ
ハ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
、
デ
ン
マ

ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ド
イ
ツ
を
経
て
帰
国
す
る
プ
ラ
ン
。

帰
国
後
す
ぐ
に
卒
業
式
が
あ
る
。
初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行

な
の
で
、
道
中
安
全
に
楽
し
く
行
け
る
か
ど
う
か
心
配
し
て
の

請
断
で
あ
る
。

【
御
宝
前
に
て
霊
断
】

〔
霊
断
師
に
よ
る
指
導
〕

　

楽
し
い
海
外
旅
行
で
す
が
、
わ
ず
か
な
旅
程
で
た
く
さ
ん
の

場
所
を
詰
め
込
み
す
ぎ
で
す
。

　

そ
の
た
め
各
地
で
準
備
不
足
や
、
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
起
こ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

帰
国
後
、
卒
業
式
が
間
近
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
体
調
等
を

考
え
る
と
、
あ
ま
り
欲
ば
ら
ず
に
日
程
を
考
え
直
し
た
方
が
良

い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
旅
行
先
の
情
報
を
集
め
て
し
っ
か
り
と

準
備
す
る
よ
う
指
導
し
、
倶
生
神
月
守
も
ト
ラ
ン
ク
用
と
二
体

持
た
せ
た
。

﹇
結
果
﹈

　

霊
断
指
導
に
従
い
、
旅
行
日
程
を
縮
小
。
最
後
の
ド
イ
ツ
を

一
日
早
く
切
り
上
げ
帰
国
し
た
。
旅
行
先
は
厳
寒
期
で
行
動
が

限
ら
れ
十
分
満
喫
し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
事
前
の
準
備
を
し

た
た
め
有
意
義
な
旅
行
で
あ
っ
た
。
卒
業
式
も
無
事
に
出
席
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
後
日
、
現
地
の
土
産
を
持
参
し
て
お
礼
参

り
に
来
寺
し
た
。

家
運 

業
運 

金
融 

縁
談 

交
渉 

取
引 

選
挙 

訴
訟 

失
物 

病
気 

就
職 

受
験 

人
物 

移
転 

旅
行 

企
画 

な
ど

相
談
内
容 　

悩
み
を
抱
え
た
と
き
、
進
路
に
迷
っ
た

と
き
に
は
、
九
識
霊
断
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
日
蓮
大
聖
人
の
お
教
え
か
ら
生

ま
れ
た
運
命
鑑
定
で
す
。

　

幸
せ
な
人
生
の
た
め
に
、
よ
り
よ
き
人

生
の
た
め
に
。

߇߇߇߇߇߇

　

日
蓮
大
聖
人
御
降
誕
八
百
年
慶
讃

の
本
年
九
月
八
日
〜
十
六
日
、
令
和

三
年
度
霊
断
師
養
成
講
習
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

当
会
で
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
開
催
中
止
も
検
討
し
て
い
た
が
、

九
識
霊
断
法
に
よ
る
倶
生
神
様
の
お

導
き
に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も

無
事
に
開
催
で
き
る
と
判
断
し
、
徹

底
し
た
感
染
症
対
策
の
中
で
の
開
催

と
な
っ
た
。

　

例
年
、
養
成
講
習
会
は
身
延
山
の

宿
坊
で
開
催
し
て
い
る
が
、
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
止
む
を
得
ず
本
年
度

は
名
古
屋
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
二

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
本
年
は
十

八
歳
〜
六
十
二
歳
ま
で
の
教
師
・
寺

庭
婦
人
な
ど
二
十
三
名
が
参
加
し
、

新
た
に
霊
断
師
と
し
て
布
教
に
邁
進

す
る
た
め
全
国
各
地
の
寺
院
・
結
社

へ
帰
路
に
つ
い
た
。

二
十
三
名
の
新
霊
断
師
誕
生
！

二
十
三
名
の
新
霊
断
師
誕
生
！

  

養
成
講
習
会
を
開
催

養
成
講
習
会
を
開
催

熱心に講義を聴く参加者

末吉院長から修了証を受け取る様子無事終了し、笑顔の受講者仲間で集まり喜びを分かち合う

（左）森信子さん　（右）森泰慧上人

　

八
月
十
六
日
宮
崎
県
川
南
町
の
智

浄
寺
聖
徒
団
（
片
寄
智
康
団
長
）
に

於
い
て
伝
統
の
海
施
餓
鬼
法
要
が
開

か
れ
た
。

　

聖
徒
の
大
半
が
漁
師
で
あ
る
智
浄

寺
聖
徒
団
で
は
、
法
要
前
に
お
施
餓

鬼
の
い
わ
れ
と
海
施
餓
鬼
の
水
向
供

養
の
大
切
さ
を
智
康
団
長
が
優
し
く

説
明
を
し
、
大
勢
の
人
た
ち
と
心
を

一
つ
に
す
る
異
体
同
心
の
法
要
と
な

っ
た
。

　

お
施
餓
鬼
法
要
の
後
は
み
ん
な
で

精
霊
舟
を
海
ま
で
運
ん
で
、
お
盆
の

送
り
火
も
兼
ね
た
、
お
焚
き
上
げ
を

し
て
ご
先
祖
様
と
の
別
れ
を
惜
し
ん

だ
。

智
浄
寺
聖
徒
団　

智
浄
寺
聖
徒
団　

  

伝
統
の
海
施
餓
鬼
法
要

伝
統
の
海
施
餓
鬼
法
要

豪華に飾った精霊船

最後はお焚き上げのお供養を行う

八
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
一

泊
二
日
で
、
宗
門
の
宗
祖
降
誕
八
〇

〇
年
慶
讃
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
特

別
記
念
度
蝶
交
付
式
が
行
わ
れ
た
。

度
蝶
交
付
と
は
、
子
弟
（
徒
弟
）
が

各
寺
院
で
出
家
（
得
度
）
し
た
こ
と

を
、宗
門
で
認
め
る
儀
式
の
こ
と
で
、

日
蓮
宗
の
僧
侶
と
な
る
た
め
に
は
必

ず
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
儀
式
で

あ
る
。
年
に
数
回
行
わ
れ
て
い
る
儀

式
で
あ
る
が
、
今
回
は
記
念
事
業
と

し
て
特
別
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま

れ
て
開
催
さ
れ
た
。

当
霊
断
師
会
か
ら
、

和
歌
山
県
龍
光
寺
聖
徒
団

松
森
孝
雄
団
長

子
弟　

松
森
愛
羅
さ
ん

和
歌
山
県
安
楽
寺
聖
徒
団

宗
祖
ご
降
誕
八
〇
〇
年

宗
祖
ご
降
誕
八
〇
〇
年

  

記
念
度
蝶
交
付
式

記
念
度
蝶
交
付
式
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一
度
、こ
の
世
の
有
様
を
ご
覧
あ
れ
〞

と
ば
か
り
に
主
人
は
客
を
そ
う
諭
し

ま
す
。

そ
し
て
、「
今
こ
と
の
成
り
行
き

を
申
し
上
げ
た
通
り
、
そ
の
す
べ
て

は
法
然
の
示
し
た
「
選
択
本
願
念
佛

集
」
を
発
端
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と

な
の
で
す
」
と
、
憤
る
客
に
対
し
て

謗
法
の
論
拠
を
明
ら
か
に
示
し
た
の

で
す
。

咲
い
て
亡
く
な
っ
た
人
が
蓮
の
華
に

座
っ
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
団
長
の
手
腕
が
試
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
大
分
県  

後
藤
正
軌
通
信
員
）

本
年
九
月
九
日
、
大
分
県
由
布
市

挾
間
町
蓮
正
寺
聖
徒
団
（
飯
盛
義
教

団
長
）
に
お
い
て
、
日
蓮
聖
人
ご
降

誕
八
〇
〇
年
記
念
事
業
納
骨
堂
（
蓮

華
堂
）
落
慶
法
要
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
あ
た
り
事
業

関
係
者
だ
け
で
行
わ
れ
た
。　
　

法
要
後
、
団
長
の
挨
拶
で
「
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
名
言
に
、
失
わ
れ
た

も
の
を
数
え
る
な
。
残
さ
れ
た
も
の

を
最
大
限
に
生
か
せ
。
と
あ
る
が
、

今
持
っ
て
い
る
能
力
を
最
大
に
活
用

せ
よ
と
い
う
意
味
で
こ
れ
か
ら
、
お

題
目
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
今
持

っ
て
い
る
能
力
を
最
大
限
に
活
用
し

一
層
精
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ

た
。飯

盛
団
長
は
平
成
七
年
四
月
法
燈

を
継
承
。今
は
亡
き
責
任
総
代
が「
祖

先
が
大
事
に
し
て
き
た
お
寺
で
す
か

ら
立
派
な
お
寺
に
し
て
行
き
ま
し
ょ

う
」
と
言
わ
れ
、
以
来
「
常
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
境
内
の
整

備
を
し
、
寺
門
興
隆
を
目
指
し
て
い

る
。
近
年
、
地
域
の
人
口
増
加
に
伴

い
、
五
年
前
頃
か
ら
布
教
の
一
つ
の

方
法
と
し
て
地
域
に
開
か
れ
た
納
骨

堂
建
立
を
発
案
。
い
つ
頃
建
立
し
て

い
い
の
か
、
業
者
は
何
処
が
い
い
の

か
を
九
識
霊
断
法
に
よ
っ
て
決
め

た
。納
骨
堂
の
中
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

光
る
大
曼
荼
羅
の
光
明
に
照
ら
さ
れ

て
尊
い
姿
に
な
る
。
池
の
蓮
の
華
が

第56回身延大会を第56回身延大会を
開催しました開催しました
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主
人
は
更
に
こ
う
続
け
ま
す
。

「
今
申
し
た「
選
択
集
」を
見
る
に
、

法
然
は
先
師
の
誤
っ
た
解
釈
を
引
用

し
、佛
一
代
の
聖
教
を
「
聖
道
（
門
）

と
浄
土（
門
）」、「
難
行
と
易
行
」、「
正

行
と
雑
行
」等
に
勝
手
な
分
別
を
し
、

或
い
は
聖
道
を
難
解
と
し
て
た
だ
浄

土
を
選
び
、
或
い
は
難
行
を
嫌
っ
て

易
行
を
好
み
、
真
実
の
教
え
で
あ
る

は
ず
の
『
法
華
経
』
を
捨
て
て
、
念

佛
の
み
を
専
ら
と
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
」

あ
ら
ゆ
る
経
典
の
中
で『
法
華
経
』

こ
そ
が
釈
尊
の
最
高
の
教
え
で
あ
る

こ
と
は
、
誰
も
が
否
定
で
き
な
い
真

実
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
然
と
い
え
ど

も
異
を
唱
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
佛
の
滅
後
よ
り
数
千
年

の
時
を
隔
た
今
と
な
っ
て
は
、
そ
の

難
解
な
教
理
に
よ
っ
て
智
慧
を
高

め
、
修
行
を
為
し
て
成
佛
に
至
る
者

な
ど
、
千
人
に
一
人
も
い
な
い
と
い

う
の
で
す
。
そ
こ
で
法
然
は
こ
の
難

行
を
抛
ち
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
念
佛

に
よ
っ
て
西
方
浄
土
へ
の
往
詣
を
願

え
と
、
そ
う
大
衆
に
強
く
勧
め
ま
し

た
。そ

の
言
い
分
は
確
か
に
一
理
あ
る

よ
う
に
も
聞
こ
え
ま
す
が
、
し
か
し

よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は

た
だ
〝
あ
き
ら
め
の
一
手
〞
に
し
か

過
ぎ
ま
せ
ん
。「
愚
か
な
大
衆
よ
、

も
う
こ
の
娑
婆
世
界
で
は
何
か
を
学

蓮
正
寺
聖
徒
団

蓮
正
寺
聖
徒
団    

念
願
の
納
骨
堂
落
慶
式

念
願
の
納
骨
堂
落
慶
式

大
分
県
由
布
市 

蓮
正
寺
聖
徒
団 

飯
盛
義
教
団
長

納骨堂の外観　10 月 10 日（日）に、少人数にて身延
山久遠寺で輪番委嘱法要、祖廟参拝を行い、
全国の聖徒団よりお申し込みいただいた祈
願・回向の祈りを捧げてまいりました。
　誠にありがとうございました。
　詳細は 12月号でご報告いたします。

日蓮宗全国霊断師会連合会
会長　大塩孝信

吉
野
俊
幸
団
長

子
弟　

吉
野
隆
甫
く
ん

子
弟　

吉
野
総
甫
く
ん

の
二
組
が
出
席
さ
れ
た
。

一
日
目
は
大
本
山
誕
生
寺
の
祖
師

堂
に
て
誓
願
式
が
行
わ
れ
、
導
師
か

ら
参
加
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
頭
部
に

御
剃
刀
（
お
か
み
そ
り
）
が
当
て
ら

れ
、
数
珠
が
授
け
ら
れ
た
。
最
後
に

日
蓮
大
聖
人
ご
尊
像
に
向
か
っ
て
出

家
の
誓
い
を
述
べ
た
。

続
い
て
二
日
目
は
大
本
山
清
澄
寺

に
て
、
大
聖
人
が
立
教
開
宗
を
さ
れ

た
旭
が
森
で
お
題
目
を
唱
え
な
が
ら

旭
日
（
日
の
出
）
を
遥
拝
し
た
。
こ

の
日
は
綺
麗
な
ご
来
光
を
拝
む
こ
と

が
で
き
、
子
弟
た
ち
の
門
出
に
相
応

し
い
日
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
度
蝶

交
付
式
が
行
わ
れ
、
導
師
か
ら
度
蝶

交
付
書
と
沙
弥
（
し
ゃ
み
）
の
証
で

あ
る
白
い
折
五
条
袈
裟
が
授
け
ら

れ
、
一
連
の
行
事
を
終
え
た
。

吉
野
上
人
は
「
次
男
が
今
年
ち
ょ

う
ど
度
蝶
に
参
加
で
き
る
年
齢
に
な

り
ま
し
た
。
ご
降
誕
八
〇
〇
年
の
こ

の
特
別
な
年
に
、
長
男
と
次
男
が
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
慨
深

く
、
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。
二
人

と
も
小
学
生
で
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ

出
家
の
実
感
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
誕
生
寺
で
の
誓
願
式
、
旭
が
森

で
の
綺
麗
な
日
の
出
、
清
澄
寺
で
の

度
蝶
交
付
式
と
、
全
て
が
子
弟
た
ち

ぶ
こ
と
も
、
意
義
有
る
修
行
を
積
む

こ
と
も
あ
き
ら
め
て
、
た
だ
遠
い
異

世
界
の
佛
を
念
じ
、
そ
の
慈
悲
に
す

が
り
な
さ
い
」
と
、
現
実
か
ら
目
を

背
か
せ
よ
う
と
す
る
そ
の
教
え
が
、

は
た
し
て
人
々
の
真
の
救
済
と
な
る

も
の
で
し
ょ
う
か
。

「
今
時
代
は
末
法
と
な
り
、
知
恵

の
至
ら
ぬ
大
衆
は
皆
こ
の
言
葉
に
惑

わ
さ
れ
、
伝
教
大
師
以
来
こ
の
国
に

も
た
ら
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
教
え

を
捨
て
、
叡
山
の
威
光
も
つ
い
に

は
尽
き
て
し
ま
し
ま
し
た
。
本
来

人
々
が
最
も
崇
め
る
べ
き
で
あ
っ

た
釈
尊
の
御
姿
が
消
え
、
最
も
尊

重
す
べ
き
で
あ
っ
た
『
法
華
経
』

へ
の
信
仰
が
失
わ
れ
て
し
ま
え

ば
、
持
経
の
聖
者
は
こ
と
ご
と
く

こ
の
国
を
去
り
、
護
国
の
善
神
に

も
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
当

然
の
こ
と
で
し
ょ
う
」〝
さ
あ
今

立派な納骨堂内部

の
大
き
な
宝
物
と
な
る
は
ず
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

スタッフとして参加されていた
当会の石黒研究局局長、小泉教務部長と共に
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　西谷の坂の上に鎮座する本行
坊は、日蓮大聖人が開眼され比
企能本（ひきよしもと）に与え
た霊像の帝釈天王をお祀りして
います。
　比企能本は、鎌倉の儒学者で
幕府の仕官を務めていた大聖人
の帰依者です。大聖人が「立正
安国論」を幕府に呈上する前に、
内容の意見を求められたと言わ
れるほど信頼を受けていた人物
で、程なくして弟子となり出家
しました。大聖人が身延在山中に度々訪れ、止宿の庵を造立されたの
が本行坊の始まりです。
　本山にも近いので、朝勤に参加する方におすすめです。ぜひ当宿坊
で癒しの時間とお食事をお楽しみください。

開創：弘安９年（1286）
開基：本行院日学上人（比企能本公）

　
『
御
義
口
伝
』
は
、
日
蓮
大
聖
人
が
晩
年

に
身
延
で
行
わ
れ
た
法
華
経
の
講
義
を
、

日
興
上
人
が
筆
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
御
文
は
法
華
経
の
五
百
弟
子
受
記

品
第
八
に
説
か
れ
る
「
貧
人
は
此
の
珠
を

見
て
、
其
の
心
は
大
い
に
歓
喜
し
」
の
文

に
つ
い
て
の
御
義
口
伝
で
あ
る
。

　

御
本
尊
を
受
持
し
、
南
無
妙
法
蓮
華
経

と
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の

中
に
あ
る
佛
の
生
命
を
顕
わ
し
て
い
け
る

と
い
う
大
歓
喜
を
教
え
て
下
さ
っ
て
い

る
。
生
命
の
奥
底
か
ら
の
歓
喜
に
、
五
体

は
躍
動
す
る
。
こ
れ
が
「
歓
喜
の
中
の
大

歓
喜
」
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
御
文
の
背
景
に
は
「
衣
裏
珠
の
譬

え
」
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
釈
尊
の
弟
子
た
ち
が
、
師
匠

の
教
え
に
よ
っ
て
本
来
の
使
命
に
目
覚
め

る
こ
と
が
で
き
た
感
謝
を
、
譬
喩
に
託
し

て
述
べ
た
物
語
で
あ
る
。

　

貧
し
い
男
が
親
友
の
家
で
御
馳
走
に
な

り
、
お
酒
に
酔
っ
て
寝
て
し
ま
う
。
急
用

で
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
親

友
は
、
男
の
衣
の
裏
に
値
が
つ
け
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
高
価
な
宝
石
を
縫
い
付
け
て
出

か
け
た
。

　

ま
っ
た
く
気
づ
か
な
い
男
は
目
覚
め
た

後
も
放
浪
を
続
け
、
そ
の
日
暮
ら
し
を
繰

り
返
す
。
時
が
経
ち
、
男
は
親
友
に
再
会

し
、
実
は
自
分
が
宝
を
持
っ
て
い
た
こ
と

を
知
り
、
大
歓
喜
し
た
。

　
「
自
分
に
も
佛
の
最
高
の
生
命
が
具

わ
っ
て
い
た
、
大
き
な
使
命
を
持
つ
宝
の

存
在
な
の
だ
」
と
自
覚
で
き
た
歓
喜
は
計

り
知
れ
な
い
。

　

そ
れ
は
誰
も
が
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

と
唱
え
る
こ
と
で
実
現
で
き
る
の
で
あ

る
。

　
「
御
題
目
に
過
ぎ
な
い
」（
口
先
ば
か
り

で
実
質
が
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
）
と
い
う

慣
用
句
が
あ
る
が
、
毎
月
の
盛
運
祈
願
会

や
日
常
の
お
勤
め
の
中
で
は
、
た
だ
た
だ

時
間
を
浪
費
す
る
か
の
如
く
に
御
題
目
を

唱
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
「
自
分
の

中
に
佛
の
生
命
が
あ
り
、『
本
来
、
佛
で

あ
る
』」
こ
と
を
知
り
、
大
歓
喜
の
中
に

浴
し
な
が
ら
唱
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

我
心
本
来
の
佛
な
り
と
知
る
を
即
ち
大
歓
喜
と
名
く
、
所

謂
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
歓
喜
の
中
の
大
歓
喜
な
り

『
御
義
口
伝
』（
日
興
上
人
筆
録
）
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
聖
寿
五
十
七
歳

　

訳
：
自
分
自
身
の
生
命
が
「
本
来
、
佛
で
あ
る
」
と
悟
る
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
大
歓
喜
と
い

う
の
で
あ
る
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
る
こ
と
こ
そ
、
歓
喜
の
中
の
大
歓
喜
で
あ
る
。

教学部長
和歌山県龍光寺聖徒団団長
松 森 孝 雄

み
お
し
え

身延山で身延山で
お会いしましょうお会いしましょう
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本行坊

よろこびちゃんに
質問がある方は
九段事務所まで
ご連絡ください。

₉

༹
ل
ࠐ
⅛
୉
౷
⅕
ⅅ
⅓
ྴ
ࣞ

ℵ
্
࿂
५
⅜
”
ධ
ⅽ
↾
↭
←
ⅻ

Ⅾ
ℾ
ⅵ
५
ₛ
⅛
⅟
⅕
⅑
„
༹
ل

ࠐ
⅛
५
ڡ
૞
ަ
ⅻ
Ⅿ
⁁
⅓
ࢩ
ℽ

౶
ⅳ
ⅶ
⅓
ℵ
ⅵ
ດ
ࣞ
֚
߇
ส
ඵ

↷
‡
↞
↾
⅛
๼
ⅅ
ℵ
Ⴀ
५
„

₉

্
࿂
५
℺
૸
װ
५
⅕
⅕
Ⅿ
⅘

༹
ل
ࠐ
૞
ަ
⅛
୉
౷
⅕
⅗
⁁
⅍

⅛
⅜
”
໲
ז
਱
֚
ා
 
֚
ඵ
্

অ
‪
඾
Ⴑ
୉
૽
℺
૸
װ
५
⅘
ව

५
⅃
ⅶ
⅓
ℹ
ⅳ
⅛
⅁
⅕
„

₉

૸
װ
५
⅘
௜
ձ
ⅻ
ℹ
Ⅻ
ℷ
”

༹
ل
ࠐ
උ
ᬮ
⅛
඾
ₛ
ⅻ
௣
ⅵ
඾

身
延
山
の
魅
力

身
延
山
の
魅
力

七
面
山　

表
参
道
登
詣
口

Ⴑ
୉
૽
⅛
௜
ձ
ⅻ
⅕
ⅴ
ս
Ⅽ
५
ₛ
⅛
ୌ
༷
⅘
⅟
⅕
℻
ⅸ
ࣞ
ℽ
ፄ
໓
⅛
ⅲ

ℶ
⅘
⅋
Ⅰ
ℷ
⅍
⁁
⅓
ℵ
⅍
⅛
℺
্
࿂
५
„

₉

࡛
ह
⅛
্
࿂
५
⅜
”
५
ೀ
⅘
߃
ℵ
໹
౛
౷
⅘
૸
װ
५
ݛ
׿
঳
⅘
௺
ⅇ

ⅵ
ࠉ
૥
֭
℺
ℴ
ⅴ
”
඾
ₛ
ഴ
࠘
ⅇ
ⅵ
૽
ₛ
⅔
ය
ⅸ
⁁
⅓
ℵ
ⅵ
„
⅁
⅛
ࠉ

૥
֭
⅘
⅜
”
૸
װ
५
ⅻ
৿
ࢌ
ⅇ
ⅵ
೉
৿
૰
⅕
ⅅ
⅓
্
࿂
ఱ
ྶ
૰
℺
᠓
ⅳ

ⅶ
⅓
ℵ
ⅵ
„

₉

্
࿂
५
Ⅵ
⅛
ഴ
࠘
⅜
”
ࡼ
਱
ಢ
Ⅿ
⅛
ࡏ
ⅅ
ℵ
५
ा
ⅻ
ק
ℷ
⅓
࣐
ℽ
ఱ

་
⅗
ߎ
࣐
ⅻ
ฺ
ℶ
℺
”
⅋
⅛
ൽ
೾
℺
ਘ
࣐
⅛
ൽ
⅔
ℴ
ⅴ
”
ܫ
ⅴ
⅛
ൽ
„

֚
༜
ⅈ
⅑
ධ
ྫ
ྥ
༹
Ⴑ
ل
ࠐ
⅛
ℸ
ఴ
࿒
⅕
ވ
⅘
ഴ
⁁
⅓
४
ⅴ
Ⅻ
ⅅ
⁄

ℶ
„

₉

ນ
४
ൽ
⅕
ၔ
४
ൽ
℺
ℴ
ⅴ
”
ນ
४
ൽ
⅔
⅛
ਫ਼
ါ
শ
ۼ
⅜
ࡢ
૽
ओ
℺
ℴ

ⅵ
℺
”
५
ೀ
Ⅻ
⅔
⅛
༌
ൽ
ⅻ
ఱ
૽
⅔
࿩
অ
․
ࡼ
শ
ۼ
℺
࿒
հ
„
ࡼ
਱
ಢ

⅛
ࠉ
૥
֭
⅘
⅓
਽
ฑ
Ⅿ
خ
„

12103245_yorokobi11#honbun#4.indd   412103245_yorokobi11#honbun#4.indd   4 2021/10/05   8:43:292021/10/05   8:43:29



͢ȁͧȁ̭ȁ͍⑸ ဟ඾ȫ࠮(඾ˍ࠮࣢႓გˏා22࠮22

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、
な
に
？

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１　

三
味
線
を
鳴
ら
し
ま
す

２　

た
た
い
て
渡
る
？

３　

フ
ァ
ン
ド
と
も
言
い
ま
す

４　

…
…
然
、
…
…
発

５　

硬
貨
や
紙
幣

６　

マ
ツ
タ
ケ
料
理
の
一
つ

９　

人
の
心
を
引
き
つ
け
、
惑

　
　

わ
せ
る
こ
と

11　

新
体
操
個
人
種
目
の
一
つ

13　

レ
ー
ズ
ン
パ
ン
に
は
欠
か

　
　

せ
ま
せ
ん

15　

音
を
捉
え
る
た
め
の
気
管

16　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
の
３

　
　

本
指
は
抗
議
の
…
…

17　

紙
２
枚
に
割
っ
て
押
す
印

19　

物
の
上
部
を
指
す
こ
と
も

21　

尾
花
と
も
言
う
秋
の
七
草

23　

花
言
葉
は
「
愛
」
。
で
も

　
　

本
数
や
色
で
変
わ
り
ま
す

25

た
ん
す
や
い
す
な
ど

■ヨコのカギ
１　食べ放題、セルフサー
　　ビスです
５　福が来るのは笑う……
７　これが豊富な人は物知
　　りです
8　沖縄伝統料理イラブー
　　汁の材料は……
10　非常に遠いこと
12　仏ボルドー産が有名
13　容疑者。……を挙げる
14　自分が生まれた国
16　秋の味覚の代表格
17　白頭……は米国の国鳥
18　取引などの手数料
20　病気やけがを治します
22　切羽詰まった場面
24　今夏、何回食べた？
26　菊花賞などの主役です
27　順位のこと

〈
材
料　

２
人
分
〉

　

鶏
ひ
き
肉
２
０
０
グ
ラ
ム
、

卵
１
個
、
エ
ノ
キ
ダ
ケ
２
分
の

１
束
、
小
麦
粉
大
さ
じ
２
、
Ａ

（
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
１
・
５
、
み

り
ん
大
さ
じ
３
、
水
１
０
０
Ｃ

Ｃ
、
片
栗
粉
大
さ
じ
１
）
、
七
味

唐
辛
子
少
々
。

〈
作
り
方
〉

　

①
エ
ノ
キ
ダ
ケ
の
石
づ
き
を
取

り
除
き
、
細
か
く
刻
む
。

　

②
ボ
ウ
ル
に
鶏
ひ
き
肉
と
①
、

卵
、
小
麦
粉
を
入
れ
て
、
粘
り
が

出
る
ま
で
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

　

③
８
等
分
に
分
け
て
、
楕
円

（
だ
え
ん
）
形
に
形
を
整
え
る
。

　

④
フ
ッ
素
加
工
の
フ
ラ
イ
パ
ン

に
③
を
並
べ
、
中
火
に
か
け
る
。

　

⑤
焼
き
色
が
つ
い
た
ら
ひ
っ
く

り
返
す
。
両
面
に
焼
き
色
が
つ
い

た
ら
、
よ
く
混
ぜ
た
Ａ
を
注
ぎ
、

ふ
た
を
し
て
２
分
煮
る
。

　

⑥
ふ
た
を
取
り
、
ス
プ
ー
ン
で

た
れ
を
つ
く
ね
に
回
し
か
け
る
。

と
ろ
み
が
つ
い
た
ら
、
器
に
盛
り

付
け
、
七
味
唐
辛
子
を
ふ
る
。

【
お
ス
ス
メ
の
食
べ
方
】

　

エ
ノ
キ
ダ
ケ
の
代
わ
り
に
、
長

ネ
ギ
や
玉
ネ
ギ
の
み
じ
ん
切
り
を

使
っ
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。
た

れ
に
か
ら
め
て
も
、
か
ら
め
な
く

て
も
冷
凍
は
可
能
。
冷
凍
保
存
期

間
は
２
週
間
で
す
。

（103）自分への思いやり
　　　 を大切に

医師・山本晴義

カップルで （103）自分への思いやり
　　　 を大切に

医師・山本晴義

家庭料理研究家　池上 正子

カップルでカップルで
一 緒 に 食 べ よ

甘辛鶏つくね

家庭料理研究家　池上   正子

み
な
さ
ん
自
慢
の
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
と
、
完
成
し
た

料
理
の
写
真
一
枚
を
添
付
し
、
九
段
事
務
所
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

岩田先生
の

心も体も

生き生き
！

宮崎県  龍雲寺聖徒　薬師整骨院  岩田行敏院長

利き手に頼らず脳活性！

　私たち人間の脳は、左脳と
右脳がある訳ですが、どちら
か一方ばかりを使っているの

は、少しもったいない気がしますよね！
　脳トレブーム以降、「脳を鍛える」とか「脳
の健康」という意識が定着しました。
　ゲームなどを使った脳トレも効果的でしょうが、ちょっとした
日常動作を変えるだけでも脳の老化を防ぐことができます！！
　一般的に普段右利きの人は左脳（論理脳）を、左利きの人は右
脳（感覚脳）をよく使っていると言われます。利き手と反対の手
を使うと、いつもと逆の脳が刺激され、一種の脳トレになるよう
です。
　髪をとかす。なべのふたを持ち上げる。ドアを開ける。スイッ

チを入れる・・・このような、本当にちょっ
とした動作でもいいですし、歯を磨くケー
タイを操作するといった少し手間のかかる
ことなら、より効果的でしょう。
　特にオススメなのが・・・ケータイのメー
ルです。
　右利きの人なら左手でメールを打ってみてください。
　これが案外じれったく、いつもの倍以上時間がかかる人もいる
でしょう。
　その分、脳に刺激が与えられます。
　脳も筋肉も、何となく鍛えたのでは効果半減です。
　「今、脳に刺激を与えているんだ～！」と意識しながら手を動
かしてみてくださいね！
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静
岡
県
伊
東
市
蓮
慶
寺
聖
徒
団

 
田
中
龍
海
副
団
長

　

吉
良
上
人
よ
り
繋
が
り
ま
し

た
田
中
龍
海
で
す
。

　

先
輩
上
人
に
誘
わ
れ
、
平
成

三
十
年
に
霊
断
師
と
な
り
日
々

お
題
目
布
教
活
動
中
。
山
あ
り

谷
あ
り
の
人
生
で
す
が
、
日
々

お
題
目
と
共
に
生
き
、
お
題
目

に
生
か
さ
れ
て
い
る
な
ぁ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
、
先
輩
か
ら
ク
ラ
ブ

セ
ッ
ト
を
頂
い
て
始
め
た
ば
か

り
の
ゴ
ル
フ
、
読
書
、
落
語
、

Ｂ
ｉ
Ｓ
Ｈ
と
い
う
バ
ン
ド
グ
ル

ー
プ
の
ラ
イ
ブ
鑑
賞
等
々
。

　

結
婚
を
焦
る
三
十
歳
。
次
年

度
ま
で
に
良
い
方
と
出
会
え
な

け
れ
ば
、
九
識
霊
断
法
に
お
尋

ね
し
よ
う
か
な
…

ス
マ
ホ
か
パ
ソ
コ
ン
で

検
索
し
て
み
て
ね

★ 

抽
選
で
毎
月
３
名
様
に
素
敵
な

景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
締
切
は
毎
月
20
日
消
印
有
効
）

①
郵
便
番
号　

②
住
所　

③
氏
名　

④
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
葉
書
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【 

答
え
の
送
付
先 

】

〒
１
０
１
―

０
０
５
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

３
•

25
•

11

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

霊
断
師
会
九
段
事
務
所　

宛

⃄
先
月
号
の
答
え
は

　
　
　
「
ワ
イ
ン
レ
ツ
ド
」

　

九
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

　

①
青
森
県
青
森
市　

溝
江
浩
子
様

　

②
青
森
県
三
沢
市　
堀
内
ト
サ
子
様

　

③
島
根
県
出
雲
市　

高
橋
眞
理
様

※ 

景
品
は
「
よ
ろ
こ
び
ち
ゃ
ん

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
」
で
す
。
皆
さ

ん
ど
し
ど
し
ご
参
加
下
さ
い
。

̭͍̻͈ͧͭ͢͝·Λ΅ϋΈ

景
品
が
当
た
り
ま
し
た
。

൞
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

ෞΠτġ·υΑχȜΡ

12103245_yorokobi11#honbun#5.indd   512103245_yorokobi11#honbun#5.indd   5 2021/09/30   10:23:032021/09/30   10:23:03



͢ȁͧȁ̭ȁ͍ ဟ඾ȫ࠮(඾ˍ࠮࣢႓გˏා22࠮22⑹

日蓮宗霊断師会連合会　会長
日蓮宗宗会議員霊断院院長

〒100-0402
東京都新島村本村3－1－4
　TEL 04992(5)0168
　FAX 04992(5)0111

三 松 山  長 栄 寺
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ⅼ

お
寺
の
本
堂
の
ご
本
尊
の
前
に
座
り
、
心

を
静
め
て
呼
吸
を
整
え
、
⌞
生
神
月
守
を

胸
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
お
題
目
を
大
き

な
声
で
唱
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
自
分
の

為
だ
け
で
な
く
人
の
幸
い
を
念
じ
つ
つ
、

人
々
に
も
す
す
め
て
人
生
を
一
層
明
る

く
、
楽
し
く
、
幸
い
な
も
の
に
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

　

最
後
に
私
た
ち
へ
の
日
蓮
大
聖
人
の
お

言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

「
籠
の
中
の
鳥
な
け
ば
空
飛
ぶ
鳥
の
呼
ば

れ
て
集
ま
る
が
如
し
、
空
飛
ぶ
鳥
の
集
ま

れ
ば
籠
の
中
の
鳥
も
出
ん
と
す
る
が
如

し
、
口
に
妙
法
を
呼
び
奉
れ
ば
我
が
身
の

仏
性
も
呼
ば
れ
て
必
ず
顕
わ
れ
給
う
、
梵

王
・
帝
釈
の
仏
性
は
呼
ば
れ
て
我
等
を
守

り
給
う
、
仏
菩
薩
の
仏
性
は
呼
ば
れ
て
悦

び
給
う
〜
中
略
〜
こ
れ
ら
の
趣
を
よ
く
よ

く
心
得
て
仏
に
成
る
道
に
は
、
我
慢
偏
執

の
心
な
く
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
奉
る

べ
き
者
也
」

 

法
華
初
心
成
仏
鈔

よろこび法話よろこび法話
お題目の功徳

み
ん
な
仏
に
な
る

　

心
こ
そ　

心
ま
ど
わ
す

　

心
な
れ　

心
に
心

　

心
ゆ
る
す
な

 

（
詠
み
人
知
ら
ず
）

　

手
に
持
っ
た
丸
い
お
盆
の
上
に
ビ
ー
玉

を
置
け
ば
、
コ
ロ
コ
ロ
と
あ
っ
ち
に
行
っ

た
り
、
こ
っ
ち
に
行
っ
た
り
と
な
か
な
か

位
置
が
定
ま
ら
な
い
も
の
で
す
。
私
た
ち

の
心
も
同
じ
よ
う
に
、
一
日
朝
起
き
て
か

ら
夜
眠
る
ま
で
、
あ
っ
ち
に
行
っ
た
り
こ

っ
ち
に
行
っ
た
り
と
、
実
に
定
ま
り
ま
せ

ん
。

　

朝
起
き
て
、天
気
が
好
い
と
気
分
好
調
、

車
で
出
か
け
て
渋
滞
に
合
え
ば
イ
ラ
イ
ラ

し
て
八
つ
当
た
り
。
体
重
を
気
に
し
な
が

ら
も
、
つ
い
つ
い
手
が
出
る
三
時
の
お
や

つ
。「
怒
る
は
地
獄
、
む
さ
ぼ
る
は
餓
鬼
、

お
ろ
か
は
畜
生
」
と
は
日
蓮
大
聖
人
の
お

諭
し
で
す
。

　

私
た
ち
の
心
に
は
十
の
段
階
が
あ
り
、

仏
教
で
は
十
界
と
言
い
ま
す
。
下
か
ら
地

獄
界
・
餓
鬼
界
・
畜
生
界
。
こ
れ
を
三
悪

道
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
上
の
修
羅
界
は
人

と
争
う
心
で
す
。
そ
し
て
人
界
は
平
常
時

の
私
た
ち
の
心
。
天
界
は
喜
ん
で
有
頂
天

に
な
っ
て
い
る
状
態
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
衆
生
は
、
主
に
こ
の
六
段
階
を
コ
ロ
コ

ロ
と
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
死
後
の
世

界
の
六
道
輪
廻
（
ろ
く
ど
う
り
ん
ね
）
も
、

こ
の
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
仏
様
の
教
え
を
学
ぶ
心

を
声
聞
界
（
し
ょ
う
も
ん
か
い
）、

何
か
の
き
っ
か
け
で
覚
る
心
を
縁
覚

界
（
え
ん
が
く
か
い
）、
周
り
の
人

を
助
け
よ
う
と
す
る
心
を
菩
薩
界

（
ぼ
さ
つ
か
い
）
と
言
い
ま
す
。

　

仏
界
ば
か
り
は
衆
生
の
心
に
な
か

な
か
現
れ
ま
せ
ん
が
仏
様
の
心
を

「
仏
性
」
と
呼
び
、
実
は
全
て
の
人

が
十
界
の
最
上
界
と
し
て
持
っ
て
い

る
の
で
す
。
日
蓮
大
聖
人
は
、
こ
の
「
仏

性
」
の
こ
と
を
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
お
題

目
で
呼
び
顕
わ
し
た
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
素
直
に
こ
の
こ
と
を
信
じ
、

一
心
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
お
題
目
を
唱

え
れ
ば
、
一
人
一
人
の
心
中
に
あ
る
仏
性

が
呼
び
顕
わ
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
う
す
る

と
、
日
常
の
煩
悩
や
自
分
中
心
の
行
い
が

慈
悲
に
溢
れ
た
行
動
や
言
葉
に
変
わ
り
、

仏
様
と
同
じ
振
る
舞
い
が
自
然
に
出
来
る

よ
う
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
が
お
題
目
の

功
徳
で
あ
り
、
仏
に
成
る
、
つ
ま
り
成
仏

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
蓮
大
聖
人
は
末
法
の
衆
生
で
あ
る
私

た
ち
の
為
に
、
お
釈
迦
様
よ
り
南
無
妙
法

蓮
華
経
の
お
題
目
を
授
か
り
ま
し
た
。
そ

し
て
お
題
目
を
唱
え
る
た
め
の
ご
本
尊
と

し
て
、
一
切
衆
生
の
心
中
の
仏
性
を
顕
わ

し
た
十
界
互
具
の
大
曼
荼
羅
ご
本
尊
を
示

さ
れ
た
の
で
す
。

　

現
在
は
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
、
日
々
の
活
動
も
制

限
さ
れ
、
心
的
ス
ト
レ
ス
の
多
い
日
々
が

続
き
ま
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
毎
月
開
催
さ

れ
る
盛
運
祈
願
会
に
参
加
し
、
聖
徒
団
の

ോ
आ
ࡇ
ຩ
ന
ঌ₉

ၨ
ஂ
঳
୉
ര
౬
౬
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笹
部
一
眞

本
誌
イ
ラ
ス
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小
川
け
ん
い
ち
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愛知県 小川秀雄さん（左）、宮崎県　
大橋厚子さん（右）の絵手紙です。
ありがとうございました。

Ⅸ
⁂
⅕
ٰ
਀
ঞ

「
ほ
っ
と
絵
手
紙
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
宛
先
ま
で
！

　

〒
１
０
１ -

０
０
５
１　

東
京
都
千
代
田
区
神

田
神
保
町
３ -

25 -

11　

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

 

　

日
蓮
宗
全
国
霊
断
師
会
連
合
会

 
 

九
段
事
務
所

Ⅸ

஠࣭͈̭͍̻ͧͭ͢͝ wpm/:8

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

龍
音
寺
聖
徒
団

（
齋
藤
龍
健
団
長
）

齋さ
い
と
う藤

千ち

晏は
る

ち
ゃ
ん　

二
歳

お
腹
に
い
る
時
か
ら
、
お
題
目
を
聞
い
て

育
ち
ま
し
た
。
今
で
は
、
朝
勤
に
も
参
列

し
て
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
元
気
に
唱

え
て
い
ま
す
。
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